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逗子市は 2016年７月 16日、日本で３番目にフェアトレードタウンに認定されました。 

 フェアトレードが必要とされる背景には、「貧困や教育」、「つくる責任つかう責任」などの

課題が存在します。 

 SDGsに代表される「持続可能な社会の実現のために必要なアクション」が求められる背景

にも、多くの環境課題があります。 

 今回の講座ではフェアトレードの理念である「私たちの暮らしの選択や世界とのつながり」

をキーワードに、環境や気候変動等の課題について考える講座を７月より来年３月まで全５

回開催します。 

 

 

■第１回 気候変動とフェアトレード 

「限界へ向かう地球環境と私たちの未来～エシカルから考える気候変動、生物多様性、SDGs～」 

 

日    時 : 2021年７月 17日(土)14：00～16：00（13：30受付） 

講 師 : 古沢 広祐 さん(國學院大學研究開発推進機構客員教授) 

費 用 : 無 料  

定 員 : 先着 50名 ＊市内在住者優先、定員に満たない場合は前日 11時まで受付 

視聴方法 : オンライン（Zoom） 

申 込 : ７月１日(木)8：30～市ホームページ申込フォームほか 

主 催 : 逗子市・逗子フェアトレードタウンの会 

 

※「フェアトレード」とは 

適正な価格で取引することを通じて、開発途上国の農家や小規模生産者、女性など、立場の

弱い人々の自立を支援する国際協力です。 

逗子市はフェアトレードタウンとして、フェアトレードを推進する取り組みを行っています。 

逗子市 ‐Press Release-  

フェアトレードタウン連続講座（第１回 気候変動とフェアトレード） 

～フェアトレードタウン逗子で一緒に考える 

サスティナブルな社会のために私たちができること～ 



■詳しくは、別紙のチラシ等及び市ホームページをご覧ください。 

 

 ・別紙 フェアトレードタウン連続講座第１回チラシ 

 

・市ホームページ QRコード 

 

 

 
本件に関するお問い合わせ先： 

市民協働部市民協働課 石井・川嶋 

電話：046-873-1111 内線 262 


